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序論 

高齢化、人口減少が進むとともに、空き家の数が年々増加しており、今後も増え続けることが予測さ

れている。空き家の放置は、所有者自身の負担になるだけでなく、場合によっては、悪臭、獣害、犯罪

など、近隣住民にも悪影響を及ぼすこともあ

る。空き家は負のイメージを持たれがちである

が、有効に活用された例も多くあり、大きな可

能性を秘めている。誰にも使われない「空き家」

を減らし、より多くの人、地域が、空き家を活

用できるようにするためにはどのようなこと

が必要かを「空き家バンク」の制度を参考に研

究したいと考えた。 

 

先行研究と仮設 

先行研究 

空き家所有者が空き家状態を継続する大きな理由は改修費が必要であること空き家の改修費負担が、

流動化を阻害する 1番の原因 (木村、新井、森本 2013) 

空き家が増加する根本的な原因は、「新築住宅の造りすぎ」にある。また、若年層の持ち家率の低下、

持ち家志向の低下も原因の一つである。(長嶋 2019年) 

 

仮説 

空き家バンクを含む現在の空き家に関する制度の課題を見つけ、その改善案を考えることで、空き家

を有効に活用することができ、その結果として、人口の増加や、人と人とのつながりの形成、ひいて

は、丹波篠山の活性化につながるのではないか。 

 

①フィールド調査 

2008年度より 3月～11月の毎月一回、再度公園周辺のキノコを兵庫きのこ研究会と調査した。 

②標本作成 

 採取したキノコは凍結乾燥し、ウレタンポリマー樹脂でコーティングして標本化した。 

③出現傾向の分析 

 2001～2013 年度までの観察記録をエクセルに入力し、ピボットテーブル機能を用いて出現傾向を解

析した 

④種数予測 

  2001～2013 年度までに再度公園で発見された新しいキノコの種の減衰傾向から種数の予測を行っ

た。その際、SP群や観察者数の増減などの影響を排除したデータを用いた。 

 

 

 

 

 

 



 

 

研究手法 結果・考察 

研究手法 

・空き家バンクを運営されている「丹波篠山暮らし案内所」にお話をうかがう 

・実際に空き家を所有している人、また空き家を利用した経験がある人にヒアリングを行う 

・インターネットに掲載されている実際の運用例を研究する 

 

結果考察 

・暮らし案内所にお話を伺ったところ、空き家バンクには,移住を希望する人が相談を持ち掛けても、

実際に見学・購入できるまでにかなりのタイムラグがあり、と実際の対応にかなりのタイムラグがあ

り、熱が冷めてしまうことも多いという。また、移住を希望する人の中には、丹波篠山で農作物を販売

することで、丹波篠山のブランド的価値による販売促進を狙っている、元農家の方も多いということ

だった。 

・実際に、相続した空き家を売却した経験がある方の中に、空き家バンクを利用せずに、購入を希望す

る人と直接売買を行った方がいた。子どものことを思うと、空き家の管理を任せてしまうのはよくな

い、という思いが強く、どうにかして売却、それができなければ取り壊してしまう、という選択肢があ

ったらしい。 

 

結論・展望 

空き家バンクは、空き家を売却・貸したい人と、空き家が欲しい・移住したい人とをつなぐ架け橋とな

っているが、時間的な課題もあり、今後さらに空き家市場の活性化、ひいては、地域の活性化に大きく

貢献することができると考えた。また、空き家を持つことに対する不安を持っていたり、その活用の

可能性を十分に知らない人もおり、家庭で空き家について考える機会を増やしたり、地域ぐるみで空

き家についての情報を交換するなど、空き家を持つ前から準備の出来た状態であることが重要だと感

じた。今後は、実際に空き家という選択肢やその可能性を常に意識し、周囲にも伝えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献 

空き家バンク - classo 

空き家バンクに関する一考察 : 西日本の 3事例をもとに | CiNii Research 


